
大
正
岡
豊
百
『
干
一
国
主
一
種
働

aE鍾
可
福
岡
一
圏
一
回
量
宮

合亭議総豆亭大関税際
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論
鵬

人
間
愛
の
起
源

租
税
公
正
の
宜
硯
難
・
-
a

現
象
皐
的
基
本
考
察
・
・
・
・
・
・
・
文
一
挙
博
士

崎

町

論

剛

閲
税
特
別
曾
議
仁
就
て
-
-
・
・
・
・
・
法
空
博
士

労
働
組
合
主
義
ご
集
合
喫
約
・
・
・
・
法
山
中
博
士

抱

蹴

世

間

金
利
す
」
物
債
さ
の
相
闘
閥
係
に
就
て
経
消
棋
士

欧
洲
広
家
産
調
動
及
び
家
産
制
度
経
済
学
t

ス
ミ
ス
の
植
民
地
論
能
川
即
時
認
-
-
-
-
縦
済
学
士

掛

碑

鎌

崎

生
計
調
査
よ
り
捌
た
る
租
税
責
携
・
-
法
剛
申
士

法
仙

Aωr

草
川
宮
崎
山
川
刷
工
業
組
合
施
行
湖
則
・
輸
出
制
骨
法
施
行
旭
川

削

剛

健

脚

町

本
誌
第
十
一
巻
乃
至
第
二
十
巻
論
題
索
引

叢

量士法問嶋中博士

禁

韓

載

川
村
多
寅
二

紳

戸

正

雄

米

国

庄

太

郎

授

河末

田鹿

嗣軍

部雄

谷

口

吉

彦

八

木

芳

之

助

長

田

三

郎

沙

見

二

w
b

-
一
耳
昂



植

民

地

論

に

就

て

矢

内

原

教

授

に

殺

を

乞

ス

E 

ス

の

A、

長

田

頁E

方
今
組
出
問
事
。
研
究
に
志
ナ
人
目
甚
だ
幸
い
が
、
植
民
政
績
に
針
し
で
は
、
t

恰
も
軍
国
主
義
砦
{
位
帝
闘
車
轟
白
金
盛
を
栂
め
た
時
代
の
遺
物
で
あ

る
か
の
如
《
に
考
ヘ

τそ
由
設
究
に
志
す
人
出
・
9
t
v
o
拾
っ
べ
〈
し
で
捨
て
ら
れ
た
る
込
町
込
中
に
は
何
物
量
色
且
出
し
得
な
い
か
も
知

ιな
い

が
、
興
ワ
て
拾
て
た
る
も
O

L
中
に
日
必

f
何
物
か
ピ
且
曲
さ
る
込
に
遁
ひ
な
い
。
私
は
幅
制
様
な
信
念
を
以
で
新
品
量
研
究
し
て
来
た
@
時
し
も
東
京

帝
回
大
事
敬
授
矢
内
原
忠
雄
氏
前
、
『
一
つ
に
は
之
を
主
題
是

L
て
私
{
敬
提
)
と
前
習
を
共
に
せ
る
昼
生
繭
民
国
参
考
に
併
せ
ん
が
た
晶
、
又
一
つ
に

廿
植
民
自
事
寅
世
話
ま
と
岡
躍
し
、
宮
山
理
晴

E
J
W済
ま
と
併
行
せ
し
め
て
研
究
せ
ん
と
由
民

Z
一
端
た
ら
し
品
ん
と
依
す
・
:
:
』
。

t主
佃
白
目
的
世
以
て
『
ア

f
・?
2植
民
地
重
量
曜
に
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
。
と
れ
密
通
し
た
昔
、
政
歯
文
中
に
了
解
に
苦
し
む

ニ
三
由
ζ
と
が
存
書
す
る
様
に
恩
は
恥
る
由
て
、
罪
才
聖
廟
fa
姑
f
箪
量
執
っ
て
岡
敬
授
に
一
致
を
乞
は
ん
と
枇
す
る
O
で
あ
る
・
挺
問
聖
雄
ぷ
る
厨
序

位
大
峰
に
於
て
敬
授
由
研
兜
由
胴
序
に
従
ふ
乙
と

h

L

t

o

h

r

割
払
は
先
づ
矢
内
原
教
授
が
「
緒
論
」

t
L
τ
書
か
れ
て
居
る
「
槌
民
地
論
の
国
富
論
に
於
げ
る
地
位
』
に
就

τ
一
言

す
晶
:
ご
を
許
し
吋

pbひ
た
い
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
本
も
そ
の
問
題
に
就

τ研
究
の
結
果
を
多
少
畿
表
し
た

こ
ぜ
が
ゐ
る
の
吉
、
又
一
つ
に
は
此
問
題
を
理
解
せ
宇
し

t
本
論
仁
入
る

4
Z
は
『
彼
の
械
民
地
論
の
内
容

1
1

植
民
地
の
刺
盆
、
植
民
地
に
闘
し
て
取
ら
れ
た
る
政
策
の
批
評
、
植
民
地
正
本
国
正
の
政
治
的
漣
結
等
の
問
題
に

詑

苑

ス
ミ
ス
の
椋
民
地
論
に
就
で
矢
内
原
敬
授
に
数
量
乞
ふ

第
ニ
十
一
巷

(
第
亙
掛

= 
士
} 

七
七
五
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(
第
五
韓
一
=
一

λ
}

ス
ミ
ス
白
植
民
地
輸
に
就
て
矢
内
原
敬
援
に
敬
を
乞
ふ

劃
す
る
彼
の
所
論
を
一
屠
能
〈
領
解
L
得
山
な
い
か
ら
で
あ
る
。

き
て
ス
ミ
旦
が
一
七
六
三
年
乃
至
四
年
度
か
・
叉
は
そ
の
前
年
度
に
於
て
、
英
国
グ
h
y
Z

ゴ
タ
大
田
申
で
講
義
し

た
稿
本
ピ
於
て
‘
植
民
地
論
に
鯛
る
、
所
が
な
か
っ
た
に
拘
ら
守
、
一
七
七
六
年
出
版
の
『
諸
岡
民
の
富
山
第
二
容

に
於
て
包
括
的
形
式
の
下
に
、
此
問
題
に
闘
し

τ他
の
諸
章
E
比
較
し
て
最
も
多
f
の
頁
般
を
費
L
T
設
〈
所
ゐ

h
し
こ
吉
、

1
1ユ
ヨ

p
y
y
激
授
が
「
楠
民
政
策
を
諭
守
る
の
一
章
は
「
諸
問
民
の
富
」
中
最
も
長
き
一
章
に

L

て
、
且
金
編
に
謝
し
て
泡
嘗
の
結
論
を
成
す
章
に
よ
っ
て
補
完
せ
ら
る
o
」
ピ
言
ひ
し
程
幾
多
の
方
面
よ
h
論
壱

L

所
以
の
も
の
は
、
-
-
コ

u
y
y
y
数
授
が
「
諸
国
民
の
富
の
編
著
に
影
響
せ
る
歴
史
上
の
僚
件
」
な
る
項
目
の
下
に
指

摘
せ
る
が
如
〈
、
賞
に
彼
が
「
諸
閥
民
の
宮
」
の
編
著
に
従
ひ
っ
、
あ
っ
た
間
に
、
英
吉
利
に
は
印
度
の
獲
得
、
北

米
航
民
地
の
喪
失
な
る
二
大
事
件
が
存
在
し
た
の
ど
日
叉
彼
が
植
民
地
問
題
を
以
て
『
闘
民
の
富
の
増
加
に
異
質

に
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る

ζ
t
h
r」
強
〈
認
識
せ
る
所
に
も
よ
る
の
で
あ
る
国

右
の
こ
ピ
は
、
旦
ミ
ー
の
思
想
ご
そ
の
思
想
的
背
最
古
ぞ
考
へ
る
も
の
じ
は
直
に
了
解
L
得
る
所
で
は
あ
る

が
、
如
何
せ
ん
同
教
授
は
耳
、
豆
、
ー
が
植
民
地
問
題
を
弧
〈
認
識
せ
る
こ

t
、
並
に
「
ア
メ
9
カ
植
民
地
の
課
税
問

題
が
盆
々
嘗
時
の
世
論
を
喚
起
し
来
れ
る
に
よ
る
以
正
い
ふ
の
み
で
印
度
の
獲
得
な
る
歴
史
的
事
賞
を
掲
げ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
ご
は
、
少
〈
ご
も
、
「
彼
の
所
論
を
一
屠
能
く
領
解
し
得
る
」
上
に
遺
域
な
る
駄
が
あ
る
ご
思
は
れ

る
。
闘
よ
り
致
授
が
「
思
ム
に
困
富
論
が
旦
ミ
ス
の
準
問
鰻
系
中
顕
著
な
る
地
位
を
占
む
る
こ
て
に
よ
・
り
て
経
済

事
が
分
化
畿
蓬
せ
る
如
〈
、
植
民
地
論
が
園
富
論
中
特
殊
の
地
位
を
占
な
る
に
よ
h
て
彼
は
亦
植
民
研
究
の
父
言

明
へ
ら
る
ぜ
き
で
あ
る
目
』
E
言
を
極
め
し
鮎
は
承
服
す
る
別
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
ス
ミ
A

の
所
論
を
一
屠
能

〈
了
解
し
得
る
た
め
に
書
か
れ
た
「
植
民
地
論
の
園
富
論
に
於
り
る
地
位
』
に
於
工
『
諸
闘
民
の
富
」
の
編
著
に
影
響

苑

第
二
十
一
巻

説

七
七
六
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せ
る
歴
史
的
の
一
つ
の
大
な
る
事
件

1
1而
も
印
度
ピ
い
ふ
膨
大
な
る
地
方
の
獲
得
を
暴
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
ご

に
劃
し
て
は
、
ヲ
水
脱
す
る
こ
ピ
が
出
来
な
い
。
若
L
夫
れ
1

ミ
ー
が
一
七
人
二
年
に
東
印
度
合
一
肱
の
研
究
を
な
L

た
る
の
事
質
ゐ
る
に
歪
つ
て
は
、
教
授
が
印
皮
の
獲
得
を
奉
げ
な
か
っ
た
こ

E
は
、
こ
れ
を
寧
に
不
注
意
E
し
て

見
倣
す
こ
ご
が
詐
さ
れ
る
に
ら
う
か
。
な
は
如
上
の
勅
に
就
て
先
づ
数
を
乞
は
ん

Z
す
る
の
で
あ
る
。

(
駐
)
ウ
オ
ル
M
9
2

・
パ
ジ
オ
ヮ
ト
が
『
諮
問
民
自
宵
を
正
常
に
解
樺
せ
ん
と
欲
す
る
も
白
位
、
何
人
主
雄
先
づ
調
弘
所
の
歴
史
的
方
法
を
適
用
し
て
、
著

者
が
如
師
た
る
鯛
験
を
#
品
た
か
、
又
そ
の
翻
験
を
如
何
に

L
て
趨
め
上
げ
た
か
を
解
説
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

ω』
と
言
っ
て
屠
る
の
は
今
回
見
な
が
ら
私

心
心
に
姐
{
感
ぜ
ら
る
ゐ
白
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
「
植
民
地
に
就
て
」
ご
い
ム
章
は
寸
諸
国
民
の
宮
』
の
第
四
編
第
七
章
を
占
h
U
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
彼
は

そ
の
章
を
一
一
一
部
に
分
巧

τ論
じ
て
居
品
。
「
新
楠
民
地
建
設
の
動
機
に
就
て
片
『
新
植
民
地
紫
祭
の
諸
原
因
」
、

「
亜
米
別
加
の
畿
鬼
及
喜
四
世
峰
経
由
に
て
東
印
度
に
到
る
航
路
の
殺
見
に
よ
b
歓
洲
の
得
た
る
諸
刺
盆
に
就

τ」ピ

い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
矢
内
原
敬
授
が
「
植
民
地
建
設
の
動
機
」

Z
Lて
香
か
れ
て
屠
る
所
に
存
在

す
る
私
の
疑
問
を
越
ぺ
る
ニ
ピ
に
す
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
『
彊
米
利
加
品
問
印
度
に
時
け
る
欧
訓
諸
槌
民
地
白
最
掴
白
建
肢
を
想
起
せ

L
拍
た
る
利
害
闘
怖
は
、
夫
白
古
代
希
凪
及
縮
局
の

植
民
地
四
建
設
を
動
か
し
た
る
利
害
闘
俸
の
如
{
、
平
明
に
し
て
伺
然
た
る
も
白
で
は
な
か
っ
た
d
』
又
『
踊
馬
白
諸
植
民
地
位
多
f
白
駄
に
於
て
希

幽
白
鰭
植
民
地
主
は
柑
越
し
て
居
っ
た
と
は
曜
、
椛
民
地
を
也
慢
す
る
と
左
を
促
古
し
め
た
利
害
聞
係
に
到
っ
て
師
、
共
に
均
L
4判
桔
た
る
も
の

で
あ
ワ
た
、
:
:
:
そ
れ
轄
由
起
源
は
或
は
平
可
抗
的
必
要
よ
り
、
勝
文
明
瞭
且
嗣
著
な
る
設
用
よ
り
出
て
端
た
っ
た
自
で
あ
る
d

然
る
に
『
揺
4
4
利
加
及
醐
印
肢
に
快
け
る
敵
洲
諸
植
民
地
白
建
段
は
出
向
し
て
必
要
よ
り
起
っ
た
も
白
で
は
な
い
。
而
て
是
磐
田
値
民
地
よ
り
面
ら
し

た
抽
用
位
、
倶
A
V
甚
だ
大
で
は
あ
っ
た
と
い
」
も
の
ミ
此
の
敬
周
目
(
夫
り
希
凪
・
揖
高
に
於
け
る
裡
)
明
瞭
願
著
た
る
も
白
で
同
な
か
っ
た
。
而

設

苑

ス
ミ
ス
申
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
歌
授
に
敬
量
乞
ふ

第
二
十
一
巻

(
第
五
銃
一
=
一
九
)

士
七
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第
二
十
一
審

{
第
五
観

一四
O
)

七
七
人

設

苑

ス
ミ
ス
山
植
民
地
論
に
就
て
長
内
原
駄
授
に
敬
E
乞
ふ

も
此
敬
用
は
そ
れ
略
的
椋
民
地
山
最
初
出
り
建
設
に
官
つ
て
は
理
解
せ
ら
れ
f
、
そ
し
て
又
植
民
地
建
設
回
融
掛
均
る
も
由
で
も
な
か
っ
た
。
そ
四
位

質
純
悶
A
限
度
同
慰
ら
{
は
今
日
に
於
て
も
拙
〈
哩
解
2
れ
て
厨
b
白
ω
で
あ
る
ご
と
言
っ
て
右
目
言
何
日
闘
越
せ
る
範
聞
に
於
け
る
古
代
田
植
民

及
近
世
田
植
民
に
就
て
静
細
に
諭
陸
し
て
居
る
。

以
上
の
動
に
就
て
矢
内
原
教
授
は
「
且
ミ
月
の
叙
せ
る
事
貨
は
そ
れ
に
り
の
範
囲
に
於
て
は
正
確
で
ゐ

b
、
叉

植
民
奥
の
組
織
的
研
究
の
端
緒
た
る

b
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
之
等
各
周
回
叩
民
地
建
設
の
動
機
は
ス
ミ
ス
の
奉
「
る

所
を
以
て
議
き
た
の
で
は
な
い
よ
ピ
批
評

L
二
三
の
会
考
書
の
要
駄
を
引
用
し
て
、
月
ミ
λ

の
足
ら
ぎ
る
観
察
を

補
つ

τ居
る
。
そ
れ
等
の
こ
ぜ
は
後
間
宇
の
徒
の
大
い
に
戚
謝
す
る
所
で
ゐ
る
出
然
る
に
う
ミ

λ

自
身
は
他
の
所
仁

於
て
西
班
牙
人
の
植
民
的
活
動
の
動
機
を
論
じ
て
、

『ζ
れ
得
。
同
険
家
出
未
知
由
海
岸
に
到
着
し
た
時
に
、
彼
等
が
尋
ぬ
る
品
初
山
向
。
は
、
世
に
そ
の
地
に
金
が
殻
且
せ
ら
る
誌
か
否
か
と
い
ふ
と

主
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
此
事
項
に
闘
し
て
彼
等
白
聴
取
し
た
桜
唱
に
従
っ
て
、
抽
等
は
そ
白
地
方
を
去
る
か
、
又
は
そ
由
地
方
に
尉
を
定
む
る
か
を

品
同
定
し
た
。
』
と
首
H
V

、
主
回
誕
4
A

以
外
白
線
て
由
献
酬
闘
尽
の
同
険
家
も
、
問
機
の
妻
想
に
依
っ
て
鼓
舞
せ
ら
札
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
首
は
ん

剖
た
め
に
、
『
北
亜
4
4

利
加
に
於
け
る
最
初
山
英
吉
剥
白
移
住
者
も
、
彼
等
に
闘
王
が
免
許
献
を
綬
奥
す
る
鋤
掛
と
し
て
、
同
地
方
に
讃
見
せ
ら
る

刊
金
融
て
由
金
銀
の
草
分
自
一
世
圃
王
に
献
ず
る
こ
と
を
申
出
で
た
♂
之
官
っ
て
居
る
。

腕
に
遮
ぺ
h
H
λ

ミ
旦
の
二
三
の
言
句
吉
、
今
引
用
し
た
そ
れ
ど
を
符
合
せ
し
め
ん
ご
す
れ
ば
、
ぞ
れ
等
は
全
〈

相
容
れ

F
る
も
の
で
あ
る
。
へ
ヰ

1
博
士
が
「
λ

ミ
且
の
思
想
は
そ
の
中
庸
を
得
て
居
る
こ
正
、
文
髄
の
興
味
あ

る
こ
ピ
は
、

E
L
(賞
讃
す
べ
き
で
あ
る
が
・
綿
密
細
心
な
識
者
は
.
二
三
に

L
て
止
ま
ら
な
い
不
注
意
、
且
表

現
の
拙
劣
な
る
一
吉
正
、
そ
し
て
多
〈
の
矛
盾
ピ
に
気
附
〈
の
で
あ
る
o
云
れ
」

F
言
っ
て
居
る
の
は
、
倫
右
の
場

合
に
も
ニ
れ
を
嘗
て
候
め
る
こ
ど
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
矢
内
田
郎
教
授
は

『
山
本
博
士
位
同
(
、
「
ア
ダ
t
h

・λ
3

ス
は
其
の
者
箇
富
曲
中
に
、
献
削
近
世
白
描
民
は
古
代
由
希
脳
血
相
馬
轄
の
植
民
自
加
{
に
明
白
な
る
制
害
問
題
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を
基
礎
と
し
て
超
れ
る
も
曲
に
非
ず
(
?
}
・

2

:
と
首
へ
る
も
、
吾
人
。
翻
る
所
は
些
か
之
と
典
り

(
1
)
凡
そ
園
田
叫
が
外
に
向
。
て
新
た
に
荷
動
を

闘
始
せ
ん
と
す
る
に
宮
り
て
は
品

f
ゃ
之
を
誘
ム
ペ
奇
特
珠
山
原
凶
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
何
事
四
諦
凶
な

t
Lて
噛
岨
然
植
民
的
自
活
動
に
従
事
せ

ん
と
す
る
が
如
曹
と
と
は
近
世
に
在
り
て
は
担
論
古
代
及
中
世
に
於

τも
時
晴
ん

r恕
像
L
持
eへ
か
ら
ざ
る
厨
に
屈
す
、
珂

L
て
其
誘
凶
は
・
・
目
.

紐
済
的
刷
盆
山
獲
得
若
〈
は
共
の
帯
話
は
貨
に
之
が
最
大
原
凶
を
成
せ
り
、
ス
ミ
ス
副
所
調
近
世
同
一
植
民
事
業
に
危
鞭
を
着
け
た
る
闘
世
牙
葡
剖
牙

雨
圃
民
自
如
き
も
其
白
植
民
的
活
動
回
目
的
世
探
求
せ
ば
主
主
し
て
賞
金
属
の
蒐
集
且
香
科
の
輸
入
に
存
し
た
る
こ
と
は
植
民
史
上
に
於
け
る
願
者

な
る
事
跡
に
し
て
云
々
」
、
。

l
iス
ミ
ス
は
「
欧
洲
近
世
白
植
民
」
に
個
持
よ
白
諦
凶
を
欠
{
と
は
品
目
し
て
官
は
な
い
。
彼
円
力
話
せ
る
「
賞
金
魁
の

町
山
小

蒐
集
」
も
亦
一
ワ
白
紐
揖
ょ
の
動
機
て
陪
な
い
か
云
々
』

ス
ミ
ス
自
身
の
「
矛
盾
」
で
な
り

ご
言
つ

τ居
る
併
し
乍
ら
吾
人
は
惟
ふ
に
右
の
如
き
は
へ
ネ

1
の
言
の
如
く
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
山
本
博
士
に
営
る
前
に
‘

λ

ミ
ス
の
矛
盾
ご
し
て
指
摘
す
ぺ
き
で
あ
る
。
加

之
、
寄
人
は
博
士
の
「
特
殊
の
原
因
」
叉
は
「
最
大
原
因
」
な
る
言
を
、

Q
H
O
且
〉
四

gnv・
に
解
す
る

の
で
あ
る
、
試
に
博
士
の
著
を
見
る
に
、

7

1

V
ヤ
ル
の

『
エ
ヂ
ヤ

1
ト

ν
民
も
膏

λ
と
時
間
一
白
且
解
を
有
せ
り
、
民
回
{
叶
吉
田
o
E世
話
回
比

n
F
H
U
E目
1
E
F
O
何

E
品
自
目

Z
吉
田

Z
E
Z岡

戸
田
唱
。
ロ
岳
内
出
。

E
え
S
E包
囲
内
』
。
回

4
2
4
己

5
0
E包
コ

7
5
-
〈
F
F
A
W
ι
日
弓
何
百
吉
国
内
。
雪
命
見
刷
出
町
吋
任
命
円
「
ロ
目

F
自
己
岳
町
骨
ω
国
語
件
。

。

ヨロ
4
2
]
n
F
苛同

F
O
B目
F
2
・・・・・』

な
る
言
台
引
用
さ
れ
て
居
る
、
以
て
「
特
殊
の
原
因
」
及
「
茂
大
原
因
」
な
る
語
合

P
E同
〉
向

g
q
に
解
す
る
の
不

嘗
に
非
る
よ
ご
を
知
る
の
で
あ
る
。
然
る
限
・
9

に
於
て
は
、
見
ミ
ー
が
前
渇
の
如
〈
に
相
容
れ
な
い
言
句
を
述
べ

た
る
も
、
博
士
が
之
を
引
用
せ
ら
る
、
仁
嘗
つ
て
は
、
前
の
命
題
に
根
本
的
御
念
が
存
在
す
る
も
の
ご
せ
ら
れ
、

後
の
命
題
は
吾
人

ω解
す
る
の
日
伝
〉
問
自
の
可
に
賞
ら

5
る
も
の
ご
解
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
ス
ミ
ー

が
「
貴
金
属
の
蒐
集
」
を
奉
げ
た
る
も
、
こ
れ
を
「
特
殊
の
原
因
」
又
は
「
最
大
原
岡
』
ご
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

(
第
五
鵠
一
回
一
)

第
二
十
一
巻

ス
ミ
ス
の
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
敬
授
に
敬
を
乞
ふ

設

苑

と
七
九

矢内原教授、前掲論文、前調昔、三六頁
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設

苑

ス
ミ
ス
O

縞
民
地
請
に
就
で
先
内
尿
敬
授
に
致
を
乞
ふ

第
二
十
一
巻

(
措
伊
賀
敏
一
回
一
一
)

七

λ
0

ιぅ
。
そ
の
閥
の
消
息
を
著
書
に
就
き
て
吟
味
す
る
こ
ご
な

(
L
て
、
右
の
如
、
き
批
評
を
な
す
は
巣

L
τ
遁
切
こ

稽

L
得
る
に
ら
う
か
o

私
は
此
駄
に
就
て
も
矢
内
原
滋
授
の
再
度
の
教
に
接
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

「
新
植
民
地
紫
柴
の
諸
原
因
に
就
て
」
矢
内
原
教
授
が
子
、
月
の
根
本
思
想
を
顧
み
つ
、
示
し
た
所
金
慢
に
岨
到
し

て
は
別
に
殺
を
乞
ふ
ぺ
き
何
物
を
も
持
た
な
い
。
が
併
L

『
ス
ミ
ス
は
土
地
由
豊
富
以
外
に
植
民
地
黛
築
の
紐
済
的
原
凶
を
留
め
な
か
っ
た
由
て
あ
る
か
。
貿
易
、
鏑
山
等
が
植
民
地
位
愈
速
な
る
鋳
柴
山
有

力
な
る
原
因
た
旬
L
と
止
は
植
民
自
屋
真
に
顕
著
な
る
事
貨
で
あ
る
が
、
彼
は
之
等
に
就
て
何
事
諭
f
る
臨
聞
は
な
い
@
ス
ミ
ス
は
貿
易
及
び
航
海
を

以
て
希
凪
植
民
地
鍍
祭
の
原
凶
た
る
ζ

と
を
暗
示
し
て
居
る
と
い
ふ
げ
ツ
カ
ロ
ツ
タ
の
盲
目
明
に
践
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
単
に
「
そ
れ
轄
の
植
民
地

は
良
さ
土
地
量
豊
簡
に
有
す
L

と
由
明
を
加
へ
て
居
る
の
み
て
あ
る
O
』

ご
い
よ
駄
に
多
少
の
疑
問
が
ゐ
る
の
で
あ
る
。
マ
ヅ
カ
ロ
ヅ
グ
の
言
の
説
で
ゐ
る
こ
ビ
は
教
授
ご
共
に
私
も
こ
れ

を
認
む
る
に
客
で
は
な
い
、
が
併
し
λ

ミ
月
は
数
授
の
言

ω如
〈
果
し
て
希
脱
植
民
地
の
繁
栄
の
原
闘
を
「
良
き

土
地
を
豊
富
に
有
す
ご
説
明
を
加
へ
て
居
る
の
み
で
あ
る
」
か
、
母
闘
よ
b
全
然
不
滅
濁
立
で
ゐ
っ
た
古
い
ふ
枇

曾
的
原
因
が
希
胤
植
民
地
の
繁
栄
の
一
一
服
闘
で
ゐ
っ
た
こ
ご
は
、
数
授
の
論
誌
の
前
後
関
係
を
考
ふ
れ
ば
直
に
了

解
L
得
ら
る
、
も
、
数
授
が
経
済
的
原
闘
を
右
の
如
〈
極
限

t
t居
る
の
は
、
如
何
に
?
ツ
カ
ロ
ッ
ク
を
責
む
る

に
急
な

h
t
は
雄
、

λ

ミ
エ
の
真
意
を
侍
ふ
る
に
忠
貨
な
る
も
の
ご
一
式
ふ
こ
ず
を
得
な
い
。
う
ミ
ス
は
良
好
な
る

土
地
の
潤
揮
の
み
を
以

τ希
臓
植
民
地
の
繁
祭
の
経
済
的
原
因
ご
は

L
て
居
ら
な
い
。
彼
は
他
の
方
面
に
も
そ
れ

金
求
め

τ居
る
、
即
ち
彼
は

『
常
に
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
自
ら
企
業
家
た
る
所
有
者
が
、
{
此
荒
蕪
地
白
)
改
良
よ
り
期
待
す
る
所
得
白
指
加
は
、
彼
自
利
潤
を
構
成
す
る
、

そ
し
て
此
利
潤
は
此
磐
田
事
情
。
下
に
於

τ
は
迦
官
甚
大
で
あ
る
、
が
併
L
此
大
刺
闘
は
そ
由
土
地
を
開
拓
し
、
耕
作
す
る
他
人
同
勢
働
を
使
用
せ

矢内骨教授、前偶論文、前調書、四O頁1) 



ず
に
は
儲
け
得
ら
る
土
管
が
な
い
、
繰
る
に
輯
植
民
地
に
輯
〈
あ
る
が
如

f
・
土
地
自
甚
だ
崎
大
な
る
と
と
と
、
人
民
自
般
白
甚
だ
品
ず
な
い
ζ

と
L

O
同
に
存
す
る
不
描
栂
は
、
彼
に
謝
し
で
捗
働
量
得
る
ζ

と
を
悶
離
と
な
ら
し
む
』
そ
れ
故
に
企
業
家
は
『
如
何
な
る
圏
諸
で
あ
ら
う
と
も
勢
働
を

悦
ん
で
使
用
す
る
。
ゆ
耳
目
高
き
こ
と
は
人
口
白
帯
加
を
き
糊
す
る
同
』
『
人
U
由
晴
加
及
改
良
白
川
智
担
を
提
闘
す
る
蕗
の
も
申
は
、
民
自
宮
及
問
副
大

白
瞳
越
を
突
駒
ナ
る
刷
』

新
(
の
如
(
に
L
て
一
二
世
紀
の
経
過
後
に
は
植
民
地
が
本
圃
芭
競
宰
し
、
否
本
闘
を
凌
駕
す
る
稗
度
迄
富
強

正
な
っ
た
の
で
ゐ
る
ご
言
つ

τ居
る
o

事
れ
ば
デ
ミ
A

の
見
解
に
よ
る
E
希
臓
植
民
地
繁
栄
の
原
因
は
単
に
良
好

な
る
土
地
を
豊
富
仁
有
す
ご
い
ふ
の
み
で
は
な
〈
L
て
、
利
潤
の
大
な
る
ニ
古
、
惹
い
て
は
勢
賃
の
高
き
こ
正
、

更
に
は
人
口
の
増
加
を
も
そ
れ
に
加
へ

τ居
る
こ
芭
は
縮
で
ゐ
る
。
此
鮎
に
闘
し
て
矢
内
原
議
授
の
見
解
は
巣
L

て
如
何
で
あ
ら
う
か
。
或
は
ニ
れ
は
ス
ミ
ス
自
身
の
矛
盾
ピ

L
て
考
へ
ら
る
、
か
も
知
れ
な
い
、
蓋
し
ス
ミ
ス
は

他
の
鋼
所
に
於
て
「
良
好
な
る
土
地
の
潤
津
及
自
己
の
事
務
を
自
己
自
身
の
遣
方
に
で
慮
理
す
る

ω自
由
Z
は、

総
て
の
新
植
民
地
の
策
集
の
ニ
大
原
因
た
る
の
甑
が
あ
る

d
t言
つ

τ居
る
か
ら
で
あ
る
υ

け
れ
共
今
引
用
し
た

子、、

z
の
文
言
は
全
部
的
場
合
に
到
す
る
も
の
で
、
特
殊
的
場
合
、
殊
に
問
題
己
な
h
っ
、
ゐ
る
希
臓
植
民
地
の

繁
栄
の
経
済
的
原
因
を
論
じ
る
場
合
ご
は
そ
の
趣
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
o

『
事
者
は
各
々
自
己
の
主
張
を
強
む

る
た
め
に
有
利
な
る
ス
ミ
且
の
提
案
を
援
用
す
る
こ
ご
は
許
苫
れ
る
回
」
併
L
な
が
ら
旦
ミ
ス
が
特
殊
的
場
合
を
論

ιて
居
る
時
に
な
せ
る
提
言
の
要
所
を
は

t
い
ま
、
に
極
限

L
て
仕
舞
ふ
こ

Z
は
『
A

ミ
ス
に
劃
L
て
は
勿
論
十

分
町
忠
貨
な
る
も
の
E
言
ふ
を
得
な
い
I

町
」
私
は
以
上
の
駄
に
於
て
寧
ろ
山
内
殺
授
の
論
文
仁
意
を
注
「
の
で
あ

る
。
如
上
の
こ
ピ
は
言
葉
尻
を
捉
へ
た
様
に
思
は
る
、
か
も
知
れ
な
い
V

が
、
新
曲
慨
に
な
す
こ
ピ
に
於

τ・
ス
ミ
ー

の
「
古
代
希
醐
臓
の
諸
植
民
地
の
多
〈
が
迅
速
に
富
み
て
強
大
正
な
っ
た
の
は
、
上
の
如
き
事
情
の
た
め
で
ゐ
っ
た

陵

苑

ス
ミ
ス
の
仕
組
民
地
前
に
戯
て
長
内
原
敬
授
に
殺
を
乞
ふ

第
二
十
一
審

(
第
五
盤

一
回
三
}

七
λ
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司
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h 

詑

苑

第
二
十
一
巻

(
第
五
鵠

四
四

七

λ‘ 

ス
ミ
ス
白
一
植
民
地
輸
に
就
て
矢
内
原
敬
授
に
敬
ま
乞
ふ

様
に
思
は
れ
る

J

t
の
一
句
が
意
義
め
る
こ
吉
、
な
り
、
同
時
に
矢
内
原
敬
授
の
所
詞
「
植
民
の
理
論
を
ば
経
済

典
正
照
臆
せ
し
め
て
」
行
〈
上
に
面
目
を
施
す
も
の
か
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
右
の
事
項
に
闘
し
て
也
私
は

岡
敬
授
の
品
棋
を
乞
は
ん

t
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

ス
ミ
丸
出
血
問
調
『
麗
米
刺
加
旧
費
且
及
喜
望
峰
経
由
に
て
束
印
脱
に
到
る
航
路
白
髭
且
に
よ
り
欧
洲
が
待
た
る
諸
制
盆
に
就
て
』
と
い
-
t
項
目
白
下
に

耐
究
せ
る
と
と
を
、
矢
内
原
敬
提
出
『
植
民
地
由
利
盆
』
と
し
て
論
じ
て
屠
る
が
、
そ
れ
以
前
に
山
本
博
士
・
山
内
敬
授
に
よ
っ
て
も
嗣
介
せ
ら
れ
た
と

と
三
余
白
に
そ
の
差
異
を
幽
む
る
ζ

と
が
出
車
な
い
O

ス
ミ
ス
白
詑
を
紹
介
せ
る
駄
に
封
し
て
は
何
等
の
質
艇
が
な
い
o
曲
っ
て
私
は
岡
敬
疫
が
『
植

民
地
の
輯
持
』
と
し
て
研
究
せ
る
所
に
存
在
す
る
挺
問
に
就
て
一
首
す
る
と
止
に
す
る
。

一
式
ふ
庖
も
な

t
、
ス
ミ
ス
が
「
諸
国
民
の
宮
」
の
編
著
仁
従
ひ
っ
、
ゐ
っ
た
嘗
時
に
於
て
、
植
民
地
問
題
が
輿
論

の
大
な
る
も
の
、
一
つ
で
あ
っ
た
こ
ご
は
、
彼
の
「
諸
凶
民
の
宮
L
第
一
版
を
見
る
丈
に
於
て
も
、
叉
同
じ
書
物
の

諸
版
本
を
比
較
す
る
こ
ご
に
於
て
も
、
術
叉
そ
の
他
の
著
事
を
見
る
に
於
て
も
・
そ
の
こ
さ
を
知
b
得
る
の
で
あ

る
。
斯
る
輿
論
の
喧
し
い
折
柄
、
今
ミ
λ

は
植
民
地
の
維
持
に
就
て
如
何
に
す
べ
き
か
を
考
慮
し
て
、
所
調
「
ニ

者
そ
の
一
を
撰
よ
べ
し
」
(
内
ロ
z
a
q
o
E
q・
)
の
形
に
於
て
解
決
案
を
提
示

L
て
居
る
o

そ
れ
に
闘
越
せ
る
言
句

に
就
て
は
「
諸
岡
民
の
富
」
を
一
蹴
す
る
も
の
、
容
易
に
後
見
し
得
る
師
別
で
あ
っ
て
、
既
に
岡
敬
授
が
引
用
せ
ら
れ

て
居
る
所
で
は
ゐ
る
が
喝
な
は
「
諸
国
民
の
富
』
の
第
三
版
に
於
て
始
め

τ掃
入
せ
ら
れ
、
彼
の
植
民
地
論
の
結
句

を
成
す
Z
同
時
に
、
「
諸
国
民
の
富
』
の
是
れ
以
後
の
諸
版
本

ω
最
終
の
頁
を
占
む
る
所
の
句
ピ
け
を
引
用
し
た

し、。
盤面
切受
A 持
は白
外た
取 b 
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を，、
に
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ば
、
そ
れ
は
無
論
放
棄
す
べ
き
で
る
る

e
R
そ
白
費
用
に
比
し
て
歳
入
量
槍
加
し
得
な
い
と
ナ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
・
9
t
k
も
費
用
を
戯
入
に
調
和
せ
し

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
杭
岡
崎
地
が
英
国
由
租
識
に
臨
じ
な
い
に
拘
ら
ず
、
猶
英
帝
闘
の
舗
土
と
し
て
帯
へ

ιる
L

な
ら
ば
、
大
英
圃
は
勝
車
白
職

争
に
於
て
、
彼
毎
回
保
設
白
た
め
に
、
従
前
町
職
争
に
於
け
る
と
同
様
に
央
大
な
る
費
用
量
負
ふ
だ
ら
う
。
大
英
岡
山
活
故
者
謡
は
過
去
一
世
紀
以

上
の
問
、
大
間
帯
。
西
岸
に
大
帝
闘
を
有
す
と
い
ふ
空
想
世
以
て
人
川
崎
を
喜
ば
し
め
た
。
去
り
な
が
ら
此
帝
圃
は
今
日
温
只
空
想
上
に
有
花
し
た
る

O
L
O
。
そ
れ
は
今
日
起
帝
凶
で
は
な
{
し
て
、
只
帝
圃
の
企
圃
て
あ
り
、
金
錨
て
は
な
(
し
て
、
只
金
舗
の
企
幽
た
る
白
み
で
あ
っ
た
。
而
て
そ
白

企
岡
た
る
千
四
に
費
用

E
M置
し
、
又
守
後
と
も
引
蹟
き
費
川
吉
川
世
ず
る
も
白
で
あ
り
、
而
も
従
車
と
同
一

O
針
路
を
誕
は
は
、
そ
は
英
大
の
出
費
を

聾
す
る
の

b
f、
得
る
所
は
謹
も
な
い
で
あ
ら
う
。
:
・
・
故
に
今
由
時
日
憶
に
吾
人
目
錦
政
者
詮
位
、
恐
ら
〈
は
彼
等
自
身
が
人
民
と
共
に
杭
曲

し
つ
邑
る
あ
る
此
金
串
目
捗
を
質
現
せ
し
む
る
か
、
熱
ら
ざ
れ
ば
彼
等
自
ら
一
此
夢
よ
り
醒
む
る
と
共
に
、
又
人
民
を
畳
醒
せ
し
む
る
に
努
力
す
ベ
昏
杭

て
あ
る
。
若
し
此
合
闘
に
し
て
謹
成
す
る
と
と
能
は
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
常
然
放
議
す
べ
き
で
あ
る
叫
:
:
:
』

E
V
ふ

ω
が
そ
れ
で
あ
っ

τ、-一
2
F
y
y
致
授
に
従
へ
ば
司
自
分
裂
か
現
貨
結
合
し
か
」
ご
い
は
れ
、
山
本
博
士
に
従

へ
ば
「
現
在
の
楠
民
地
を
放
棄
し
て
母
国
が
は
畑
氏
地
の
絡
め
に
年
々
負
ふ
所
の
負
携
を
見
る
、
か
、
若
し
〈
は
従

来
の
楠
民
地
に
劃
す
る
政
策
を
鎚
冥
す
る
hr
」
ご
い
ム
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
右
目
ニ
つ
の
提
案
に
謝
し
て
矢
内
原
敬
授
は
『
自
ら
暗
闇
主
義
者
た
る
一
一
ヨ
ル
ur

ン
は
ス
ミ
λ

由
所
謂
帝
闘
。
計
満
の
貨
現
在
主
張
し
た
。
革

者
は
奇
々
自
己
の
主

E
t醐
む
る
た
め
に
有
利
な
る
ス
ミ
ス
由
提
案
を
援
用
す
る
と
と
は
許
き
れ
る
。
併
乍
ら
ス
さ
ス
由
推
珊
の
順
序
を
ほ
し
い
ま
誌

に
鑓
挺
し
、
彼
自
主
張
は
帝
国
的
結
合
に
あ
り
た
り
と
断
定
す
る
山
本
山
内
岡
敬
授
。
所
設
は
、
ユ
コ
ル
ソ
シ
に
倣
ひ
て
完
か
ら

f
る
も
の
で
あ
り
、

ス
ミ
ス
に
謝
し
て
は
剥
諭
十
分
に
忠
貨
な
る
も
の
企
言
ふ
を
梓
な
い
凶
』
と
い
っ
て
、
山
本
博
士
白
論
文
由
一
節
を
引
用
し
、
そ
れ
に
吹
い
て

『
ス
ミ
ス
は
植
応
地
白
文
躍
的
分
離
の
場
合
に
も
白
山
貿
易
由
設
定
を
期
待
し
、
帝
胤
結
合
の
場
合
に
も
そ
り
積
極
的
利
益
と
し
て
は
白
山
貿
易
の
設

定
在
韓
捌
し
た
。
(
植
民
地
に
k
る
枝
問
負
婚
の
問
題
は
問
中
に
消
幽
的
劫
川
棋
を
有
す
る
白
み
。
}
彼
は
と
に
も
か
(
に
も
白
山
河
品
目
原
川
を
碓
立
せ

ん
ζ

と
を
要
求
し
た
。
そ
れ
以
件
何
年
か
の
「
植
局
地
制
有
曲
目
的
」
謹
成
を
主
践
し
た
も
の
で
は
な
い
同
』
I

正
批
評
し
山
本
博
士
白
『
従
来
白
岡
家
由

政
策
を
改
む
る
と
と
に
佐
り
て
、
植
民
地
領
有
田
目
的
を
達
成
せ
ん
こ
と
に
努
む
ペ
さ
を
提
言
せ
り
可
』
と
凶
首
相
に
劃
抗
せ
し
め
て
居
る
。
私
的
錠

閃
は
右
の
勘
に
存
す
る
白
で
あ
る
。

詑

苑

ス
ミ
ス
由
航
民
地
諭
に
就
て
長
内
原
敬
授
に
敬
亙
乞
ム

第
二
十
一
審

(
第
五
脱

一
四
五
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λ
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(
吾
氏
円

0
4ロ
日
目
B
E
r
m
-
)

椴
令
吾
人
が
Z

コ

院

苑

九
ミ
ス
田
植
民
地
簡
に
就
て
犬
内
原
政
援
に
散
を
乞
ふ

第
二
十
一
巻

(
第
五
鶴
一
同
声
)

七
λ
回

も
h
m
b
得
る
が
如
〈
.
マ
ミ
旦
は
「
植
民
地
維
持
』
仁
就
て
二
個
の
解
決

成

程

吾

人

は

右

に

掲

げ

た

所

に

依

っ

て

う

か

、

矢

内

原

案
を
提
示
し
て
居
る
。
が
併
し
彼
は
寧
に
解
決
案
を
提
示
し
て
居
る
ピ
り
吉
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら

教
授
の
如
〈
自
由
貿
易
の
原
則
を
確
立
せ
ん
芭
要
求
せ
る
以
外
に
、
楠
民
地
領
有
の
目
的
の
達
成
を
主
張
せ
な
か

っ
た
で
あ

ιう
か
、
私
は
此
貼
仁
就

τ
旦
ミ
旦
自
身
の
思
想
を
討
究
し
て
同
教
授
の
数
を
乞
は
ん
ピ
欲
す
る
の
で

あ
る
。そ
れ
は
似
説
か
ら
出
品
目
す
る
、

帥
昔
し
特
定
の
問
題
に
就
て
他
に
何
等
か
断
定
的
の
異
れ
る
意
除
の
一
百
句
な
く

力
説
す
る
所
が
あ
れ
ば
そ
の
姑
は
何
等
か
の
指
示
を
意
味
せ
な
い
か
ご
ふ
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
換
言
す

し
て
、

れ
ば
他
に
異
れ
る
意
味
の
断
定
的
言
句
な
〈

L
て
、
特
定
問
題
4

乞
力
説
す
る
こ
ご
は
似
令
「
土
産
」
そ
の
ー
の
で
な

〈
正
も
少

C
正
も
そ
の
問
題
に
就
て
の
眠
一
不
を
意
味
す
る
も
の
で
な

νか
。
延
に
そ
の
暗
示
は
提
言
を
意
味
す
る

も
の
で
な
い
か
、

古
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

而
℃
λ

ミ
ス
は
植
民
地
放
棄
の
場
合
に
就

τは
除
・
り
に
カ
を
用
ひ

τ説

費
及
そ
の
捻
出
、

ド
よ
る
や
の
問
題
、
議
員
制
度
等
を
各
方
面
よ
b
詳

ゃ
、
山
間
叉
植
民
地
自
身
の
議
舎

制
に
膝
史
的
方
法
を
用
ひ
て
説
明
L
て
居
る
。
同
開
仁
議
員
制
度
正
憲
法
ピ
の
関
係
仁
就

τ以、

月
ミ
ユ
自
身
が

植
民
地
維
持
の
場
合
に
は
そ
の
力
説
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
。
卸
植
民
地
の
経

真
に
捻
出
す
る
に
就

τは
大
プ
p
-
7
y
の
議
品
目
(
H
E
n

吋釦円一
E
E
O
E
え
の
円
。
忠
岡
ユ
E
E・
)
仁
よ
る

明
す
る
所
が
な
か
っ
た
に
反
し
、

戸

y
v
数
授

ω説
じ
依
ら
宇
ご
す
る
も
、

関
川
出
白
山
出
川
市
川
町
一
問
料
品
問



量
一
世
す
哨
』
土
日
ひ
、
更
に
語
を
世
い
て
『
此
型
宗
容
易
に
武
行
せ
ら
る
与
で
あ
ら
う
、
主
乙
札
が
賀
行
に
詰
っ
て
諸
々
の
悶
離
が
起
っ
て
捕
な
い

て
あ
ら
う
品
と
い
ふ
が
如
き
主
峰
山
は
敢
て
せ
な
い
山
『
然

L
自
分
位
之
に
打
勝
ち
得

f
る
様
に
思
は
れ
る
困
難
は
何
事
も
今
日
に
至
る
ま
で
未
だ
聞

い
た
と
と
が
な
い
。
恐
ら
〈
、
(
悶
雌
が
)
起
き
て
捕
る
と
せ
ば
そ
由
主
な
る
も
白
は
事
物

ω
刊
質
よ
り
起
る
回
て
陪
な
(
し
て
、
大
四
時
両
岸
の
人

民
自
諸
僻
北
及
意
見
よ
り
車
る
も
山
で
あ
る
一
一

ピ
断
言
し
て
居
る
、
加
之
.
そ
の
桁
I
後
に
は
首
府
移
轄
の
議
想
ま
で
も
提
げ

τ居
る
叫
而
も
こ
の
こ
ご
は
盟
米

利
加
の
獅
立
前
に
書
い
た
「
諸
国
民
の
宮
」
の
第
一
版
に
も
、
叉
そ
の
猫
立
後
の
著
に
か
、
る
同
著
第
二
版
(
一
七

七
λ
年
)
及
第
一
二
版
(
一
七
人
四
年
)
に
も
一
二

ω文
字

ω設
夏
以
外
に
は
、
何
等
の
訂
正
の
施
し
も
な
〈
し
て
掲

げ
ら
れ

τ居
る
の
で
あ
る
o

者
し
ス
ミ
ス
に

L
て
矢
内
原
教
授
の
言
ふ
が
如
〈
、
只
田
平
に
自
由
貿
易
的
原
則
の
確

立
を
要
求
せ
る
以
外
に
、
楠
民
地
係
官
官

ω目
的
の
達
成
を
主
張
せ
な
か
っ
た
正
す
れ
ば
、
彼
は
多
大

ω増
補
訂
正

を
な
せ
る
第
二
版
及
第
三
版
に
於
て
恐
ら
〈
首
府
移
輔
の
珠
想
正
い
ふ
様
な
こ
ど
だ
け
で
も
訂
正
L
た
か
言
忠
は

れ
る
の
で
め
る
、
而
も
そ
の
新

t
な
さ
な
か
っ
た
ご
い
ふ
所
以
の
も
の
は

l
l否
寧
ろ
そ
の
こ
ご
を
最
初
に
書
レ

た
ご
い
ふ
所
以
の
も
の
は
、
自
向
貿
易
の
原
則
を
確
立
せ
ん
二
ご
を
要
求
せ
る
以
外
に
、
何
等
か
植
民
地
傾
有
の

目
的
合
法
成
せ
ん
こ
ご
に
努
む
べ
き
を
暗
示
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
ー
か
o

主
張
ご
隔
一
不
正
は
或
は
意
味
が
漣
ふ

か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
の
所
説
「
見
わ
F
る
手
に
謝
す
る
信
仰
が
こ
、
に
も
働
い
て
伎
は
夢
見
る
者

ω
如
〈
自
ら

そ
の
理
想
の
片
鱗
を
も
ら

L
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
凶
」
山
本
博
士
の
「
同
家

ω政
策
を
改
h
U
る
こ
ご
に
依
h
τ
、

植
民
地
傾
有
の
目
的
を
達
成
せ
ん
こ
ど
に
努
む
べ
き
を
提
言
」

L
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
私
は
期
総
仁
解
す
る

こ
ど
に
於
て
、
彼
が
経
済
政
策
上
に
は
従
来
の
重
商
主
義
・
殊
に
濁
占
主
義

ω通
商
政
策
を
改
め
て
、
貿
易
自
由

の
原
則
を
擁
立
す
る
古
共
に
、
植
民
地
聞
の
通
商
に
も
此
原
則
を
趨
用
し
、
更
に
統
治
政
策
上
に
於
て
は
、

説

苑

スヨ豆、

λω
柏
崎
地
諭
に
就
て
矢
内
服
敬
授
に
訟
を
乞
ふ

七
八
五

母
随
、

第
三
寸
一
容

(
第
五
鶴
一
四
七
)

A仏
Y2
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4
J
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4
4
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ス
ミ
ス
の
植
民
地
諭
に
就
て
先
内
原
教
授
に
殺
を
乞
ふ

第
二
十
一
笹

詑

施

(
第
五
都

凹
〆，

b
λ
Jハ

帝
閣
の
防
衛
及
維
持
に
必
要
な
る
経
品
質
の
-
郁
を
楠
民
地
に
も
分
揚
せ
し
む
る
ご
共
に
、
そ
の
負
携
の
程
度
に
肱

じ
て
、
参
政
植
を
輿
ふ
る
の
順
常
な
る
を
州
究
し
た
ニ
正
が
明
に
そ
の
意
味
を
成
す
も
の
、
械
に
思
は
れ
る
の
で

あ
る
o

悶
よ
ム
リ
私
は
敬
一
段
Z
共
に
、
ス
ミ
ナ
伊
』
以

τ
『
彼
が
帝
闘
の
計
査
の
質
明
言
提
唱
し
た
れ
ば
正
て
直
に
彼

を
帝
闘
主
義
者
で
あ
る
正
い
ふ
の
は
、
少
〈
芭
も
某
用
語
に
於
て
誤
解
を
招
h
山
こ
ご
位
以
十
分
知
つ

τ居
晶
、

り
れ
H

と
も
滋
授
の
如
(
ス
ミ
ム
を
以

τ軍
に
自
由
貿
易
の
原
則
を
篠
立
す
る
こ
E
を
要
求
せ
る
以
外
に
、

Mm民
地

領
有
の
目
的
法
成
を
主
張
し
た
も
り
で
な
い
ご
す
る
こ
芭
に
は
賛
す
る
二
ご
が
出
来
な
い
。
「
自
ら
帝
倒
主
義
者
」

で
な
い
私
は
、
此
鮎
に
謝
す
る
矢
内
原
教
授
り
品
棋
を
も
受
い
た
い
ピ
思
ふ
の
で
ゐ
る
o

出
半
世
此
師
四
重
て
鵡
泊
た
私
は
、
A
A
，
誕
な
が
ら
、
ー
ヨ
ル
ソ
ン
敏
舵
並
に
イ
ン
グ
ラ
ム
四
一
一
百
を
姐
想
せ

rる
を
吋
な
い
0

『
品
コ
ル
ソ
ン
は
日
〈
『
ア
ダ
，

f
ス
ミ
ス

H
H
早
に
拍
必
及
僻
説
を
叫
て
尚
足
せ
ず

t
yて
、
常
に
間
岡
比

ω
現
抗
的
制
臓
馳
に
彼
自
身
内
時
代
U
A
自
身
内
岡
山
町
際
的
事
仙
の
巾
に

そ
山
検
躍
を
求
め
た
こ
と
は
制
憶
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
山
と

X
H
〈
『
ア
ダ
ム
・

?λ
は
玄
叫
に
同
記
せ
ら

5
2な
〈
、
監
部
到
に
就
て
一
貫

し
て
肘
る
、
彼
自
叫
想
は
如
何
位
大
な
る
瑚
越
な
り
と
も
、
批
町
内
組
問
内
に
於
て
生
仁
て
肘
る
凶
』
(
〉
骨
-
自
由
自
戸
内
Y
町
内
見
宮
内
同
町
民
、

5

c
ロ
骨
司

岳
町
内
同
O
E
E耳目
on
目
見
。
『
】

E
p
m
2
E
E
o
p
σ
E
。『

F
2・
r町
民

g
z
l
F占
o
h
g
F
0
1
司
令
1
-
o
s
a
a
主
任
百
戸

F
O
H
E
M
m
。
『
宮
島
片
山
、
}

と
。
又
イ
ン
グ
ラ
ム
は
同
〈
『
伎
の
著
書
に
於
て
、
吾
々

ω
最
も
胸
在
打
つ
も
の
は
、
批
合
的
事
柳
川
に
謝

L
、
市
帆
抗
に
し
て

H
鋭
敏
な
る
視
揖
を
な
せ

る
こ
在
、
並
に
則
論
の
柿
街
な
る
辿
飢
に
よ
る
抽
象
的
原
理
か
ら
結
論
を
抽
山
せ
ず

L
c
、
常
に
批
骨
的
事
貨
を
詳
論
し
、
そ
の
忠
義
を
明
に
せ
ん
と

す
る
倒
向
山
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。
般
の
此
育
制
位
彼
の
着
越
を
誠
む
に
際

L
、
現
武
山
生
前
に
接
捌

L
て
出
る
と
い
』
意
識
を
畳
間
に
抱
か
し
む
る

の
で
あ
る
?
。
伎
は
行
自
革
、
誌
の
革
、
利
盆
山
草
を
目
相
す
近
世
心
問
訓
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
心
型
を
持
ワ
て
尉
っ
た
の
で
は
な
か

ιう
か
と
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
。

五

ー
ミ
λ

及
山
本
博
士

ω研
究
順
序
正
は
異
る
が
、
矢
内
原
敬
授
が
博
士
の
論
文
を
批
評
せ
る
順
序
に
一
致
し
て

矢内原教授、前摘論文、面I掲昔、五五.i
Nicholson， ibid. p-90・
Nicholson， ibid. pp. :u5-216. 
J. Ingram. A History of Political Economy， 1914. 2nd cd. p. 90 
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生

じ

来

る

続

問

り

一

つ

は

「

新

植

民

地

繁

栄

の

諸

原

凪

」

中

、

特

に

植

民

地

貿

易

の

縄

占

の

紡

で

あ

る

。

ス
ミ
ス
は
英
M
M
都
民
地
が
話
越
な
る
結
晶
伊
を
な
し
た
剖
山
と
し
て
碕
々
山
原

N
t事
げ
て
居
る
ポ
、
就
中
植
民
地
貿
易
に
就
て
申
所
請
が
、
此
問
題

に
胤
係
す
る

ωで
あ
る
。
抑
も
植
民
地
見
易
は
夫
白
利
駒
山
如
(
、
主
と
し
て
共
の
特
踏
を
硝
占
合
批
に
附
臨
し
、
机
民
地
が
そ
の
欲
ナ
る
欧
洲
H

川
を

跡
ふ
に
も
、
文
自
己
の
偽
剥
生
班
物
を
斑
却
す
る
に
も
、
共
に
岨
A
W
枇
白
手
を
純
せ

L
曲
、
従
っ
て
合
批
は
そ
の
価
格
に
於
て
も
、
輸
入
せ
る
欧
洲
阿
川

は
乙
れ
を
可
及
的
高
〈
貰
り
、
椛
民
地
の
俄
制
止
庇
物
は
こ
れ
を
可
及
的
世

t
蹄
ひ
、
斯
〈
し
て
そ
白
利
益
を
醐
四
日
剛
せ
し
柑
来
、
杭
民
地
由
自
然
的
叫
民

謡
を
阻
寄
せ
る
ζ

と
大
な
り
し
も
の
も
あ
る
べ
〈
、
又
困
班
匁
・
硝
硝
牙
白
如
{
制
民
地
貿
易
を
惜
閥
曲
あ
る
一
地
に
限
定
し
、
詰
貨
品
に
従
事
す
る

船
舶
は
一
船
障
を
組
織
し
て
あ
る
季
附
に
航
行
す
る
か
、
又
は
大
抵
の
場
A
n
互
闘
の
料
金
を
支
抑
ひ
特
別
山
兎
詐
を
畢
け
た
る
単
閥
的
白
船
舶
以
外
に

目
、
そ
山
特
定
の
港
よ
り
僻
概
す
る
ζ

と
を
詐
さ
れ
ず
、
た
め
に
特
定
地
に
於
て
粧
民
地
賞
品
に
従
事
せ
ん
'
と
す
る
諸
商
人
目
、
拙
絡
の
資
本
を
合
L

て
共
同
的
に
共
山
識
を
岱
む
を
利
益
と
し
、
そ
の
枯
却
は
植
民
地
見
易
が
描
出
合
枇
に
許
可
せ
ら
札
た
る
場
合
と
同
棋
の
殺
来
を
慌
ら
し
た
る
も
の
も

あ
る
べ
(
、
又
主
と
し
て
英
宵
剥

ω
如

t
、
相
川
崎
地
M
A晶
は
ζ

れ
を
岡
民
の
白
山
に
委
和
、
そ
の
対
易
を
普
む
描
に
も
何
等
O
制
叫
な
(
、
持
迦
山
側

枕
手
踊
以
外
に
は
特
に
許
可
を
品
市
宮
と
せ
ず
、
唯
植
民
地
の
佑
剃
生
成
物
に
就
て
は
或
柿
の
向
品
位
ζ

れ
を
夫
出
航
海
保
令
及
共
他
的
保
例
中
に
列
臨

し
、
そ
山
輸
出
宮
本
岡
市
場
に
心
み
眠
る
も
、
そ
山
他

ω
商
品
は
船
主
及
協
員
白
四
分
自
三
が
プ
リ
一
ア
シ
匝
民
た
る
プ
リ
一
ア
ン
船
又
は
植
民
地
耐
を
此

て
せ
ば
、
他
の
椅
周
に
高
指
に
輸
出
し
得
る
白
制
限
あ
る
の
み
で
、
掛
様
に
寛
大
た
る
耽
拍
車
の
た
め
に
植
民
地
民
晶
に
従
事
す
る
商
人
が
多
鍛
な
る

と
、
文
相
互
の
呉
れ
る
地
位
よ
リ
し
て
、
彼
部
耐
人
出
一
般
的
に
柿
A
n
L
、
共
同
し
て
そ
由
貿
易
に
従
事
す
る
と
と
を
不
可
植
な
ら
し
品
、
従
っ
て
商

人
聞
に
見
る
競
争
は
両
人
を
し
て
過
多
目
制
刊
の
磁
待
を
困
難
な
ら
し
む
る
が
故
に
、
植
民
地
は
相
自
な
る
倒
格
に
て
そ
の
生
躍
物
を
貰
り
、
又
相
官

な
る
倒
怖
に
て
献
洲
品
を
雌
ふ
こ
と
を
得
た
る
も
の
も
あ
る
。
而
て
英
創
植
民
地
位
旭
速
な
る
地
歩
ま
な
し
た
る
一
一
血
凶
は
、
但
骨
組
討
向
に
は
非
る

も
、
仰
英
背
利
計
M
m
見
地
民
易
に
就
て
、
掛
り
如
き
寛
大
な
る
政
策
を
採
川
せ

L
所
に
存
ナ
る
も
の
で
あ
る
と

L
て
居
る
。

右

ω
射
に
就
て
山
本
博
J
が

商?
政(
ミ
策ス
r:: (/J 
』紐
も
持
汎川

LI誌
市立
す叫
本

る
Pー ヨー」義
と L

0..) 7. 

必、ニ
彊也
ば同，

有
不IJぶi
な制
論

る川、

既云
1t ~ 
占'"
へ到

')~き
時二
~> @' 

~~ tt 
Z嗣
ょ
替り
謡悦
ιマョ 品
{~ Iこ
割 L

"' E町 1
腎白
!~ rtr 
割放
L 
て任
宇世

論原
特 JI~
与を
も j止
の凶
な制1
る民
も 1血
、同

I~ 白
岡迦

第
二
十
一
巻

(
第
五
駒
郡
一
四
九
}

苗E

苑

ス
ミ
ス
山
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
敬
授
に
殺
を
乞
A

七

λ
t
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詑

事E

ス
ミ
ス
O
植
民
地
諭
に
就
で
矢
内
原
政
授
に
政
を
乞
ふ

第
二
十
一
巻

(
第
五
貌
一
五

O
)

七
人

λ

植
民
地
問
由
経
済
欄
係
は
問
中
に
之
を
個
人
組
跡
的
の
且
地
内
与
よ
り
考
鏡
ナ
ペ
か
ち
ず
し
て
、
更
に
一
般
閥
民
紐
消
上
自
且
地
よ
り
考
雌
せ
f
るべ

、，a
 

か
ら
ざ
る
も
の
晶
る
を
以
て
、
時
と
所
止
に
臨
仁
て
掛
的
を
加
ふ
る
の
必
要
あ
リ
、
』

ε批
評
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
と
れ
に
劃
L
て
矢
内
原
敬
授
は

『
ス
さ
ス
・
:
:
は
植
民
地
見
易
又
は
統
治
に
於
け
る
猫
占
的
政
舗
が
同
時
金
惜
の
不
利
証
に
於
て
中
世
者
自
利
益
を
は
か
れ
る
事
を
指
摘
す
る
に

痛
却
を
柏
め
た
。
商
人
白
利
制
(
司
呂
田
円
)
と
凶
民
の
初
盆
{
k
p

号
斜
里
山
内
伺
)
去
を
彼
は
明
快
に
区
別
し
た
。
仰
が
後
者
を
主
張
せ
る
は
首
ム
誌
も
な

い
。
山
本
博
士
が
ス
ミ
ス
白
描
占
誼
躍
を
批
評
し
て
、
之
れ
彼
が
「
白
山
放
任
白
原
則
を
・
:
:
常
時
ゆ
各
酬
の
柏
民
地
兄
島
町
穴
際
に
徴
L
て
一
向

調
せ
る
も
の
な
る
も
、
世
川
柿
民
地
問
白
純
情
闘
係
は
単
に
之
を
個
人
組
済
的
内
且
地
の
か
よ
り
考
察
す
べ
か
ら

γ
し
て
挺
に
一
般
同
氏
制
済
上
山

見
地
よ
り
考
雌
せ
ぎ
る
ベ
恥
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
時
と
所
と
に
臨
じ
て
共
白
政
策
に
刑
問
的
を
加
ふ
る
の
品
川
官
あ
り
」
と
叫
せ
る
は
、
何
ぞ
そ

九

自
ス
ミ
ス
を
正
賞
に
摘
ま
ぎ
る
と
・
と
の
甚
だ
し
き
ゃ
』
と
批
蹄
し
て
尉
る
白
」
て
あ
る
。

引
払
の
疑
問
は
教
授
が
博
士
の
批
一
評
に
封

L
て
批
評
せ
る
駄
に
存
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
品
割
合
乞
与
の
順
，
か
ご
し

て
・
簡
単
に
本
研
究
上
必
要
な
る
範
閣
に
於
り
る
λ

ミ
ー
の
根
本
思
想
の
一
斑
に
就

τの
卑
見
を
辿
べ
た
い
の
で

あ
る
。
葦
し
、
ス
ミ
λ

が
掴
判
占
攻
撃
を
潟
す
に
嘗
つ

τ『
伽
人
絡
協
例
的
の
見
地
の
み
よ
り
」
こ
れ
を
な
し
た
炉
、
勝

又
『
一
般
国
民
経
済
上

ω見
地
』
よ

h
こ
れ
を
試
み
た
か
し
て
現
今
問
題
己
な

b
っ
、
ゐ
る

ωで
ゐ
る
か
ら
、
そ
の

範
聞
に
於
て
、
姑
〈
根
本
に
捌
っ
て
、
ス
ミ
λ

は
彼
の
思
想
偲
系
に
於
て
、
個
人
経
済
を
本
位
ご

L
た
か
、
叉
は

園
民
経
済
を
本
位
ご
し
た
か
を
究
む
る
の
必
要
が
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

な
は
「
諸
岡
問
民
の
富
」
を
通
じ
て
の
、
見
ミ

Z

の
思
想
の
根
底
を
な
す
も
の
は
各
州
人
の
利
己
心
を
制
収

L
た
も

の
で
ゐ
る
F

』
ご
だ
け
は
断
言
ロ
し
得
る
ご
思
ふ
。
否
、
彼
が
各
仰
人
の
利
己
心
を
以

τ、
人
々
の
締
済
的
活
動
の
前

提
ご
し
て
居
た
こ
ご
は
動
か
す
べ
か
ら

F
る
こ
ピ
で
ゐ
る
ご
断
言
し
て
悌
ら
な
い
。

き
て
斯
様
に
利
己
心
を
有
す
る
各
個
人
の
経
済
ピ
、
そ
の
上
に
成

b
立
つ
尉
民
経
済
ご
に
於

τ、
彼
は
何
れ
を

山本博士、前掲論文、削掲昔、二五六一二五七耳

矢内原教授、前掲論文、両日棺書、五四百
Adam Smith， ¥Vc乱lthof Nations. Cannan's ed. Vol. 1. p. 16; Nicholson， 

ibid， p. 12. : Ing四 m，ibid， p. 107-108 
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本
位
ご
し
た
uy
ら
う
か
、
私
は
そ
れ
を
翻
る
に
最
も
便
宜
な
る
方
法
ど
し
て
、
彼
が
国
家
の
職
分
を
最
少
限
度
に

抑
へ
た
る
結
仁
一
注
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
家
の
職
分
を
如
何
に
限
定
す
る
こ
ぜ
を
必
要
ご

L
た
か
は
、
今
夏
詳

説
す
る
に
及
ば
な
い
、
只
彼
が
最
少
限
度
に
岡
中
部

ω職
H
T
を
限
定
L
花
所
以
の
も
の
は
、
全
〈
彼
が
同
家
の
前
に

個
人
を
無
税
す
る
の
態
度
に
出
づ
る
こ
芭
な
〈
、
生
活

ω本
位
を
綱
引
に
置
き
、
個
人
の
利
袋
追
求
が
大
世
に
於

て
図
民
枇
曾
の
利
盆
Z
合
致
す
る
こ
子
竺
磁
め
た
が
た
め
で
ゐ
ら
う
凶
郎
彼
は
同
民
経
済
を
本
位
ピ

L
た
の
で
は

な
〈
、
側
人
経
済
を
本
位
ご
し
た
の
で
あ
る
o

之
は
恐
ら
〈
、
月
ミ
ス
の
思
想
の
根
底
を
流
毛
、
一
つ
の
大
な
る

動
脈
で
あ
ら
う
。
肢
に
然
る
以
上
は
、
彼
が
嘗
時
の
諸
々
の
政
策
を
批
評
す
る
場
合
に
も
、
常
に
右
の
態
度
が
潜

在
し
た
る
も
の
ご
認
め
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
岡
民
総
務
を
本
位
Z
し
て
、
政
策
を
批
評
し
た
の

で
は
な
〈
、
個
人
経
済
を
本
位
ご
し

τ、
国
民
経
済
上
の
諸
々
の
政
策
を
批
評
し
た
の
で
あ
る
o

従
っ
て
植
民
地

貿
易
を
批
評
す
る
に
蛍
b
・
般
A
T
彼
が
岡
民
の
利
盆
に
論
及
す
る
所
が
あ
っ
た
ご
し

τ色
、
依
然
ご
し
て
右
の
態

度
よ
h
こ
れ
を
な
し
た
る
も
の
で
あ
る
ピ
認
め
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。
郎
山
本
博
士
の
所
謂
「
1

ミ
ス
の
思
想
の

根
本
主
義
』
よ
b
し
て
、
楠
民
地
貿
易
の
濁
占
が
、
楠
民
地
の
俊
逮
上
‘
有
害
無
償
備
な
る
を
断
定
し
、
「
自
由
放

任
の
原
則
を
母
闘
植
民
地
聞
の
通
商
政
策
上
に
も
汎
〈
通
用
す
る

ζ
Z
の
必
要
且
有
利
な
る
を
』
高
調
せ
る
も
の

で
あ
う
て
、
敢

τ矢
内
原
敬
授
の
言
ふ
が
如
〈
に
国
民
経
済
上
の
見
地
か
ら
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
ど
は
考
へ
ら

れ
な
い
Y

の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
の
加

f
、
母
闘
植
民
地
問
の
経
済
的
関
係
を
、
個
人
経
済
的
の
鬼
地
よ
b
考
察
す
る
こ

芭
は
、
伽
人
心
経
済
的
利
盆
の
追
求
が
一
般
図
民
絡
拙
胴
上
よ
ち
見
た
る
利
盆
E
合
致
す
る
場
合
に
は
可
な
れ
ど

も
、
個
人
の
刺
盆
追
求
を
制
限
す
る
こ
E

M

V

却
っ
て
一
般
国
民
経
済
上
よ
h
見
て
刺
盆
ご
な
る
場
合
仁
は
、
宜
し

詑

施

見
ミ
λ

旧
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
敬
授
に
放
を
乞
ふ

第
二
十
一
容

(
第
王
鶴
一
宜
一
)

七
λ
九

作間串士、スミス自由向貿易邸、組祷論輩、第十λ世銀壷焼、二三O一二三
二頁

5) 



詑

苑

ス
ミ
ス
の
植
民
地
論
に
就
て
長
内
原
教
授
に
敬
を
乞
A

第
二
十
一
魯

(
第
五
親
一
一
圭
一
)

七
九

O

1 

く
一
般
岡
民
経
済
上
の
見
地
よ
り
考
察
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
山
本
博
士
は
・
質
仁
右
の
駄
を
翻
取
し

て
批
評
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
矢
内
原
敬
授
は
車
に
そ
ミ
ー
が
「
商
人
山
利
潤
』
{
甲
急
行
)
ご
「
闘
民
の

利
盆
」
(
〉
奇
E
E問。
)
z
e
y
明
快
に
鼠
別
し

τ居
っ
て
、
彼
が
後
者
を
主
張
せ
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
己
一
一
一
一
一
両
っ
て
、
恰

も
λ

ミ
λ

が
国
民
経
協
仰
を
本
位
ご
し
て
、
濁
占
政
策
の
攻
撃
を
し
t
居
る
か
の
様
に
解
蒋
し
、
山
本
博
士
の
『
真

に
一
般
闘
民
経
済
上
の
見
地
よ
h
考
慮
せ
ぎ
る
べ
か
ら

F
る
も
の
め
る
を
以
て
、
時
正
所
ピ
仁
藤
じ
て
其
の
政
策

に
掛
酌
を
加
ふ
る
の
必
要
め
b
、
」
ご
い
ふ
言
を
誇
L
て
、
「
何
ぞ
そ
の
ス
王
子
ぜ
正
賞
に
議
き
F
る
こ
ご
の
甚
に

し
き
や
o
」
ピ
言
へ
る
ζ

己
は
、
少
〈
古
も
吾
人
の
解
し
能
は
ゴ
る
所
で
あ
る
o

此
射
に
就
て
も
亦
数
を
乞
は
ん
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
私
は
滋
授
が
私
を

L
τ
再
び
旦
ミ
ス
の
所
論
を
誠
む
の
機
曾
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
こ
子
宮
厚
〈
戚
謝

す
る
衣
第
で
ゐ
品
。
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